



























































































































































































































































































































































































中期まで使われた This is a pen. で始まる教科書がその一例である。類似の例とし
ては map や book で始まるものもある。物では味気ないと考えたのか、1課で It 


















の英語教科書を見ると、have や see を用いた動詞文から始める教科書もあるが、
使用できる場面や文脈に制約があり、拡張性に乏しいところに課題がある。






































































































































































































　これは指導の段階であって、CEFR や JF 日本語教育スタンダードでいう A ～ C
の能力レベル分けとはやや異なる。どのレベルにも知識・技術について「わかる」、
それを使いこなす技能「できる」の両面がある。













































































































































































指導レベル 指導内容 特徴 目標 価値
芸術 専門的指導 独創性 社会的幸福の実現 美・善
表現教育 技能 表現、運用の技術 指導の影響大 生きる力の獲得 利



















































₆） 　たとえば、K. Morrow は“Principles of communicative methodology”（1981）の中
で、実際に言語を使ってみること、どのような目的でその活動を行っているのかを知る
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